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論文題名 
Brother of the regulator of the imprinted site (BORIS) variant subfamily 6 is a novel 









ロファイリングから同定された、癌精巣抗原である BORIS subfamily (sf) 6 の肺癌幹細胞
における発現と、それを標的とした肺癌幹細胞に対する免疫療法の可能性を検討した。 
  
研究方法   
 ヒト肺癌細胞株、肺癌患者の胸水から分離した肺癌細胞を用いて、通常の培養法である
血清培養と、癌幹細胞を濃縮する方法として一般的な sphere formation 法にて培養し、そ
れぞれにおける BORIS sf6 の発現を比較確認した。肺癌幹細胞側で BORIS sf6 の発現が
複数の肺癌細胞株で増強していることを確認し、その上で健常人ドナーのヒト末梢血単核
細胞（PBMC）から BORIS sf6 特異的な HLA-A2 拘束性ペプチドを認識する細胞障害
性 T 細胞 (CTL) を誘導した。ELISPOT assay、tetramer assay にて CTL 誘導がなさ
れたことを確認し、クローン化した後 killing assay にて肺癌細胞に対する CTL の細胞傷




 BORIS sf 6 は肺癌幹細胞に優位に発現しており、またその肺癌組織における発現と予後
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論文題名 
Brother of the regulator of the imprinted site (BORIS) variant subfamily 6 
is a novel target of lung cancer stem-like cell immunotherapy. 
（BORIS variant subfamily 6 は肺癌幹細胞に対する免疫療法の新規標的であ
る。） 
結果の要旨 
本研究にて BORIS sf6 が肺癌幹細胞側に高発現しており、肺癌患者における BORIS sf6
の高発現は臨床的予後不良と相関することが証明された。以前当教室で BORIS sf6 特異的
HLA-A2 拘束性である C34_24(9)ペプチドが同定されているが、同ぺプチドで誘導した
BORIS sf6 特異的 CTL は肺癌細胞を傷害し、また同 CTL は肺癌細胞との共培養で sphere
形成を著明に抑制した。これは CTL による肺癌幹細胞の直接的な傷害を示す結果であり、
今後癌幹細胞を標的とした免疫療法、がんワクチン療法につながる重要な知見と考えられ
た。 
以上より本研究は医学博士の学位授与に値するとの評価をいただいた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
